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1. 平成29年11月期第3四半期の連結業績（平成28年12月1日～平成29年8月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年11月期第3四半期 48,798 3.1 3,381 33.3 3,590 40.4 2,274 44.6

28年11月期第3四半期 47,351 8.2 2,536 729.8 2,557 312.9 1,573 339.7

（注）包括利益 29年11月期第3四半期　　2,832百万円 （132.6％） 28年11月期第3四半期　　1,217百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年11月期第3四半期 139.66 ―

28年11月期第3四半期 95.59 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年11月期第3四半期 54,138 23,213 39.0 1,296.04

28年11月期 52,834 20,712 35.7 1,159.38

（参考）自己資本 29年11月期第3四半期 21,106百万円 28年11月期 18,880百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年11月期 ― 7.50 ― 8.50 16.00

29年11月期 ― 10.00 ―

29年11月期（予想） 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成29年11月期の連結業績予想（平成28年12月 1日～平成29年11月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 65,600 1.0 4,000 12.1 4,050 9.1 2,480 7.7 152.28

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年11月期3Q 17,339,200 株 28年11月期 17,339,200 株

② 期末自己株式数 29年11月期3Q 1,053,891 株 28年11月期 1,053,863 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年11月期3Q 16,285,323 株 28年11月期3Q 16,456,222 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料の3ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第 3 四半期連結累計期間（平成 28 年 12 月 1 日～平成 29 年 8 月 31 日）における我が国経済は、米国新政権の政策

や欧州の政治リスク、東アジアの地政学的リスクなどによる国内景気への影響が懸念されるなか、大規模な金融緩和をは

じめ政府の各種経済対策の効果もあり、企業業績や雇用・所得環境に改善傾向が見受けられるなど、景気は緩やかな回復

基調で推移しました。 

一方、住宅需要につきましては、低水準な住宅ローン金利や政府による住宅取得支援策、賃貸住宅の増加などを背景に、

新設住宅着工戸数は堅調に推移してきましたが、これまで住宅着工を底上げしてきた賃貸住宅などの貸家は、夏場以降は

前年割れに転じました。 

こうしたなか当社グループは、床材や建具など建材製品の拡販や、製造コストの低減、製品短納期化による競争力の強

化など利益率の改善に取り組みました。また、合板類については適切な生産、仕入、販売に努め、収益力の向上をはかり

ました。 

これらの結果、当第 3四半期連結累計期間における経営成績は、売上高 48,798 百万円（前年同期比 3.1％増）、営業利

益 3,381 百万円（前年同期比 33.3％増）、経常利益 3,590 百万円（前年同期比 40.4％増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益 2,274 百万円（前年同期比 44.6％増）となりました。 

◇セグメント別の状況 

〔住宅建材事業〕 

住宅建材事業につきましては、デザイン性・施工性に優れた建具類のシリーズ「ＢＩＮＯＩＥ（ビノイエ）」、斬新で表

情豊かなインテリア空間を表現する建具とフローリングのシリーズ「Ａｒｔ Ｃｏｕｔｕｒｅ（アートクチュール）」、循

環可能な木材資源である国産材合板（自社生産の国産ヒノキ合板）を基材に使用したフローリングのシリーズ（「ナチュ

ラルフェイス・Ｊベース」「Ｊシルキー」「Ｊクラレス」他）など建材製品の拡販に努めました。また、最近のトレンド変

化に対応するため、これら国産材合板を基材に使用したフローリングの表面を特殊加工化粧シート（ＮＥＸシート）とし

た「Ｊネクシオ」を新たにラインナップしました。 

さらに、安心安全ユニバーサルデザインなど高齢者対応、環境、リフォーム、住宅の長寿命化等をテーマに、高付加価

値製品の提案に努めるとともに、地球環境に優しいリサイクル素材を使用し、耐震性能や劣化軽減性能に優れた構造用Ｍ

ＤＦの販売に注力いたしました。加えて、ビノイエなど売れ筋品からセレクトした短納期対応製品「レギュラーズセレク

ション」も展開、リフォーム・リノベーション需要獲得に向けた体制整備をはかりました。 

この結果、住宅建材事業の売上高は 29,801 百万円（前年同期比 1.2％減）、セグメント利益は 2,272 百万円（前年同期

比 5.8％減）となりました。 

〔合板事業〕 

国産針葉樹合板は、依然として業界全体の製品在庫水準が低く、当社及び子会社の生産、販売が好調に推移するなか、

販売価格は緩やかな値上がり傾向で安定した合板相場が続いたことから、平成 27 年 5 月に稼動を開始した当社合板工場

も収益に貢献し、前年同期に比べ売上高・利益とも増加いたしました。一方、輸入南洋材合板は、生産現地の原木伐採税

の増税をきっかけとする市況の先高感のほか、急激な円安による一時的な要因もあり販売数量が増加し、前年同期に比べ

売上高・利益とも増加いたしました。 

この結果、合板事業の売上高は 18,997 百万円（前年同期比 10.6％増）、セグメント利益は 2,197 百万円（前年同期比

102.0％増）となりました。 

〈セグメント別売上高及び損益〉 

 

  

売上高（百万円） 前年同期比
（％） 

構成比（％）
セグメント利益 
（百万円） 

前年同期比
（％） 

住 宅 建 材 事 業   29,801 △1.2 61.1 2,272 △5.8

合 板 事 業 18,997 ＋10.6 38.9 2,197 ＋102.0

調  整  額※ － － － △1,088 －

合   計 48,798 ＋3.1 100.0 3,381 ＋33.3

※セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去、並びに各報告セグメントに配分していない全社費用です。 
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（２）財政状態に関する説明 

当第 3 四半期連結会計期間末の総資産は 54,138 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,303 百万円増加いたしまし

た。その主な要因は、現金及び預金の増加 1,779 百万円、受取手形及び売掛金の減少 313 百万円、製品の増加 29 百万円、

仕掛品の増加 29 百万円、原材料及び貯蔵品の増加 64 百万円、繰延税金資産（流動）の減少 224 百万円、有形固定資産の

増加 43 百万円、投資有価証券の増加 262 百万円、繰延税金資産（固定）の減少 134 百万円などによるものです。 

負債は 30,924 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,197 百万円減少いたしました。その主な要因は、支払手形及

び買掛金の増加 153 百万円、短期借入金の増加 619 百万円、未払金の減少 433 百万円、未払費用の減少 962 百万円、賞与

引当金の増加 479 百万円、未払法人税等の減少 717 百万円、未払消費税等の減少 524 百万円、設備関係支払手形の増加

228 百万円などによるものです。 

純資産は 23,213 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 2,501 百万円増加いたしました。その主な要因は、親会社株

主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加 2,274 百万円及び配当による利益剰余金の減少 301 百万円、

その他有価証券評価差額金の増加 175 百万円、為替換算調整勘定の増加 54 百万円、非支配株主持分の増加 275 百万円な

どによるものです。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 29 年 11 月期の連結業績予想は、前回公表（平成 29 年 7 月 13 日公表）した予想数値から変更しておりません。 
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